
唐泉山を仰ぎみて
嬉野市立塩田中学校だより 学校教育目標：心豊かにともに伸びる

豪雨想定の引き渡し訓練実施
６月14日（水）、豪雨時想定による保護者様への引き渡し訓練を実

施しました。全校生徒を体育館に集め、主に久間地区は、体育館北

側（エレナ側）から、それ以外は、南側（部室側）からの２カ所に分け

て、ドライブスルー方式で行いました。昨年度の反省を

生かし、引き渡し場所を間違えないように案内の仕方を

改善したため、大きな混乱もなく終了しました。およそ３

割の保護者の方にご協力いただき、本番に備えた貴重な訓練を行うことができまし

た。有難うございました。

生徒総会
6月22日（木）、生徒総会（会長：楠田ひめ乃さん）が行われ、生徒

会長選挙に関わる規約改正と本部・各委員会の上半期の総括と下

半期の活動計画提案及び質疑応答が行われ、いずれも承認されまし

た。規約改正は、現行の副会長（男女１名）を副会長（１名）に、同じ

く、各専門部委員（男女各１名）を各専門部委員（２名）にそれぞれ改

める内容で、ジェンダーレスの考え方が一般的になっている社会を

反映しての変更になりました。

ボッチャ大会実施
６月24日（土）、嬉野藤津PTA連合会主

催のボッチャ大会が、吉田小学校体育館

を会場として実施されました。本部役員を

中心に結成された塩田中学校PTAチーム

は、予選で１勝１敗となり、決勝トーナメン

トには進めませんでしたが、和気あいあい

と楽しみながらプレーし、親睦を深めること

ができました。以前に行われていたミニバレーボールと異なり、事前の練習や怪我のリスクもな

く、親睦を目的としたレクレーションとしては最適で有意義な大会となりました。

薬物乱用防止教室＆防煙教室開催
学校薬剤師の白仁田千恵子様を講師にお招きし、６月29日（木）には２年

生を対象に薬物乱用防止教室を、また、７月６日（木）には１年生を対象に防

煙教室をそれぞれ開催しました。覚醒剤、シンナーなどの薬物とたばこにつ

いて、その危険性や弊害、依存性等について、スライド等を使ってわかりや

すく説明してもらいました。生徒の皆さんには、今日学んだことを生かし、将

来にわたって薬物やたばことは無縁の健康的な生活を送って欲しいと思い

ます。
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熱闘！！中体連
７月２日（日）・８日(土)・９日（日）・15日(土)・16日(日)の５日間に渡って地区中体連が行われ

ました。また、6月24日(土)・25日(日)には、バドミントンと空手道の、７月15日（土）・16日(日)に

は陸上と水泳の県中体連がそれぞれ行われました。梅雨空を見上げながらの大会でしたが、そ

の分、熱中症等のアクシデントも無く、無事に終了することができました。それぞれの種目で選

手の皆さんは、全力を尽くしてプレーしてくれました。大会結果は以下のとおりです。

＜地区中体連＞

【団体】 優勝：野球（県大会出場）、２位：卓球女子（県大会出場）、３位：ソフトテニス男子

４位：卓球男子、バレーボール女子、サッカー

ソフトテニス女子は予選パートで惜敗

【個人】 卓球女子3位：岩吉結生（3年）、卓球男子5位：江口駿太郎(3年)

ソフトテニス男子5位：杉田陽飛(3年)・江湖舜大(3年)ペア、6位：杉田太虎(2年)・倉掛

光輝士(2年)ペア

※ 個人の入賞者は全員県大会出場

※ 県大会は、７月22日（土）～24日(月)の日程で行われます。

＜県中体連＞

【陸 上】 男子1500m7位：德永和音（3年）、男子800m6位：德永和音（3年）

女子800m5位：富永優香（3年）

【水 泳】 男子200m個人メドレー4位：森田雅士(2年)

【バドミントン】 女子団体ベスト8

ダブルスについては、いずれも上位進出はなりませんでした。

【空手道形】 女子の部：辻映未李(1年)・・・ベスト16

高等学校説明会
６月16日（金）には、県内私立高校６校（佐賀学園・龍谷・北陵・佐賀

女子・敬徳・佐賀清和）を、23日(金)には、近隣の県立高校４校（鹿島・

嬉野・武雄・佐賀農業）をそれぞれお招きして、説明会を実施しまし

た。生徒の皆さんは、真剣に話を聞きながらメモをとったりしていまし

た。間もなく夏休みに入り、進路に関する面談も計画されていますが、

「夏休みを制する者は受験を制す」と言われます。受験モードにスイッ

チを切り替えて頑張って欲しいと思います。

租税教室開催
７月11日（火）、白川公認会計士事務所の白川幸一郎様を講師にお招きし、３年生を対象に

租税教室を開催しました。税の種類やしくみ、また、その意義や社会に果たす役割等について

わかりやすく説明してもらいました。税金が自分たちの身近な生活に役立っていることを、改め

て認識する機会となりました。


